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大
切
な
人

や
家
、
ふ
る
さ

と
や
思
い
出
を

奪
っ
た
東
日
本

大
震
災
か
ら
10

年
を
迎
え
る
被

災
地
を
、
再
び
最
大
震
度
６
強
の

地
震
が
襲
っ
た
。
地
球
誕
生
46
億

年
か
ら
す
る
と
ご
く
ご
く
短
い
周

期
の
余
震
な
の
だ
ろ
う
が
、「
備
え
」

の
必
要
性
を
再
認
識
し
た
▼
被
災

地
で
は
、イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
む
一

方
、
人
口
回
帰
や
な
り
わ
い
の
再

生
、
福
島
第
一
原
発
事
故
処
理
な

ど
課
題
が
あ
り
、こ
れ
か
ら
も
多
く

の
時
間
・
労
力
・
お
金
を
要
す
る
。

被
災
者
・
関
係
者
の
傷
が
癒
や
さ

れ
る
早
期
「
復
興
」
を
願
う
▼
東

京
五
輪
は
「
復
興
五
輪
」
だ
っ
た

は
ず
だ
が
、「
人
類
が
感
染
症
に
打

ち
勝
っ
た
証
と
し
て
の
五
輪
」
に

変
わ
り
、パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
組
織
委

会
長
の
交
代
劇
も
あ
り
、今
や
〝
混

迷
五
輪
〟
と
な
っ
た
。
福
島
を
ス

タ
ー
ト
す
る
聖
火
リ
レ
ー
は
完
全

に
で
き
る
の
か
▼
国
際
社
会
や
国

民
か
ら
の
理
解
が
得
ら
れ
て
開
催

で
き
る
オ
リ
・
パ
ラ
。「
多
様
性
と

調
和
」
が
尊
重
さ
れ
る
オ
リ
・
パ

ラ
な
の
に
、国
会
で
、コ
ロ
ナ
禍
に

苦
し
む
生
活
者
に
対
し
「
最
終
的

に
は
生
活
保
護
が
あ
る
」
と
心
無

い
答
弁
を
す
る
総
理
。
誘
致
総
会

で
、「
ア
ン
ダ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と

ス
ピ
ー
チ
し
た
前
総
理
。
今
更
な

が
ら
「
こ
の
国
は
開
催
す
る
資
格

が
あ
る
の
か
」
と
強
く
思
う
。

下町会長から塩田知事へ

平井講師「民主主義の復元を」

暮
ら
し
や
健
康
、
地
域
社
会
を
支
え

る
た
め
、
感
染
リ
ス
ク
へ
の
不
安
を

常
に
抱
え
な
が
ら
も
懸
命
に
働
く

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
対
す

る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
後

を
絶
た
な
い
こ
と
等
か
ら
緊
急
的
に

行
っ
た
も
の
で
す
。

　

要
請
内
容
に
つ
い
て
は
、
①
派
遣

や
契
約
の
労
働
者
に
対
す
る
途
中
解

約
や
雇
い
止
め
の
防
止
、
②
新
規
学

卒
者
の
内
定
取
り
消
し
の
防
止
、
③

離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
労
働
者
の

再
就
職
の
支
援
、
④
事
業
者
が
雇
用

を
継
続
で
き
る
額
の
財
政
支
援
策
、

⑤
タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
メ
リ
ハ
リ
を
付

け
た
補
助
・
支
援
金
の
創
設
、
⑥
住

居
の
確
保
な
ど
の
生
活
支
援
、
⑦
理

不
尽
な
解
雇
、
合
理
的
で
な
い
解
雇

の
防
止
、
⑧
コ
ロ
ナ
禍
で
急
増
す
る

悪
質
ク
レ
ー
ム
等
に
よ
る
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
、
多

岐
に
わ
た
る
課
題
に
つ
い
て
、
鹿
児

島
県
と
鹿
児
島
労
働
局
が
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
要
請
い

た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
要
請
模
様
に
つ
い
て
は
、

連
合
鹿
児
島
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　

連
合
鹿
児
島
は
、２
月
10
日
に「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

関
す
る
要
請
」
を
鹿
児
島
県
と
鹿
児

島
労
働
局
へ
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
塩
田

県
知
事
、
三
輪
労
働
局
長
に
対
応
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
要
請
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
、
経
済
活
動
の
抑

制
が
長
期
化
し
、
様
々
な
業
種
・
業

態
で
企
業
規
模
を
問
わ
ず
、
極
め
て

大
き
な
影
響
が
生
じ
始
め
て
い
る

中
、
①
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
元
々

脆
弱
な
派
遣
・
有
期
契
約
・
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
を
中
心
に
、
働
く
者
の
多
く

が
雇
用
や
生
活
の
危
機
に
瀕
し
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、
②
県
民
の

 

県
退
連
は
１
月
29
日
、九
州
ろ
う
き

ん
県
本
部
大
ホ
ー
ル
で
第
27
回
定
期

総
会
と
講
演
会
を
開
催
し
、
代
議
員

や
役
員
ら
80
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

定
期
総
会
で
は
、
一
年
の
活
動
を

踏
ま
え
、
医
療
・
介
護
等
の
充
実
を

求
め
る
自
治
体
へ
の
要
請
、公
正
な
税

制
、
平
和
・
人
権
・
環
境
を
守
る
運

動
な
ど
と
と
も
に
、来
る
総
選
挙
で
連

合
鹿
児
島
推
薦
候
補
の
勝
利
に
全
力

を
挙
げ
る
こ
と
を
全
員
で
確
認
し
合

い
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
平
井
一
臣
鹿
児
島

県
と
労
働
局
へ
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
」
緊
急
要
請

大
学
教
授
が
「
ど
こ
へ
向
か
う
日
本

の
政
治
」
と
題
し
講
演
し
ま
し
た
。

　

平
井
教
授
は
「
コ
ロ
ナ
対
策
に
見

る
菅
政
権
の
対
応
の
ま
ず
さ
は
、
安

倍
長
期
政
権
の
打
ち
上
げ
花
火
政
治

や
忖
度
、
無
責
任
の
政
治
な
ど
の
蓄

積
さ
れ
た
膿
と
考
え
る
。
こ
の
10
年

で
劣
化
し
た
民
主
主
義
を
復
元
す
る

た
め
、
国
民
の
不
安
や
不
満
を
結
集

す
る
野
党
の
能
力
と
若
い
有
権
者
へ

語
り
か
け
る
力
が
問
わ
れ
て
い
る
」

と
訴
え
ま
し
た
。

第
27
回
定
期
総
会
と
講
演
会

　
鹿
児
島
県
退
職
者
団
体
連
合

連合鹿児島キャラクターネーミング募集のお知らせ
　公式キャラクター（ユニオニオン）の相方「奄美の黒うさぎ」の
愛称を公募します。
■応募方法　�ハガキに「ネーミングとその理由」、
　　　　　　住所・氏名・職場名を明記
■送り先　　�〒890-0064　鹿児島市鴨池新町5-7-6階
　　　　　　連合鹿児島
■締め切り　2021年4月9日（金）
　　　　　　消印有効
■景品　　　�優秀賞（1本）・入選（2本）

※詳しくは連合鹿児島ホームページ参照 連合公式キャラクター
ユニオニオン



（2）労 働 金 庫 ☎ 099（225）2217第 724 号
20２１年３月15日

1．取扱期間
　　　2021年4月1日～2024年3月31日
2．奨学金借換専用教育ローン『つなぐ』の商品概要
商品名 奨学金借換専用教育ローン「つなぐ」

対象者
当金庫に加盟する会員の間接構成員および当金庫管轄内に
居住または勤務している勤労者

お使いみち
本人または同一生計の2親等以内の親族が奨学金借換のた
めに必要な資金
※奨学金借換以外の資金使途は対象とはなりません。

融資限度額 1,000万円以内
融資期間 20年以内

本人年収
安定継続した収入があり、前年度税込み年収が150万円以
上の方

勤続年数 同一勤務先に原則1年以上勤務されている方

金利
団体会員の間接構成員の方 一般勤労者の方
変動金利1.0％（保証料込） 変動金利1.8％（保証料込）

返済方法 元利均等毎月返済または元利均等毎月・ボーナス併用返済
担保 不要
保証機関 （一社）日本労働者信用基金協会
取扱期間 2021年4月1日～2024年3月31日（3年間）

　

九
州
ろ
う
き
ん
で
は
、
未
来
を
担

う
こ
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
取
り

組
み
と
し
て
、
２
０
１
９
月
４
月
よ

り
社
会
貢
献
預
金
『
こ
ど
も
未
来
応

援
定
期
』
の
取
り
扱
い
を
行
っ
て
い

ま
す
。
本
商
品
は
、
店
頭
表
示
金
利

よ
り
金
庫
所
定
の
金
利
（
原
則
０
・

１
％
。
た
だ
し
、
店
頭
表
示
金
利
が

０
・
１
％
に
満
た
な
い
場
合
は
店
頭

表
示
金
利
）
を
引
き
下
げ
た
金
利
を

適
用
金
利
と
し
、
金
利
引
き
下
げ
幅

分
の
利
息
相
当
額
と
当
金
庫
拠
出
金

を
あ
わ
せ
て
、
九
州
７
県
の
「
こ
ど

も
た
ち
を
支
援
す
る
団
体
」
に
寄
付

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

九
州
ろ
う
き
ん
で
は
、
２
０
１
８

年
４
月
か
ら
奨
学
金
問
題
に
対
し
て
、

各
県
の
労
福
協
と
連
携
し
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
般
、
各

県
労
福
協
か
ら
教
育
ロ
ー
ン
（
奨
学

金
借
換
専
用
「
つ
な
ぐ
」）
期
間
延
長

の
要
請
が
あ
り
、
九
州
ろ
う
き
ん
の

第
５
回
理
事
会
（
２
０
２
０
年
10
月

27
日
開
催
）
に
お
い
て
、
取
り
扱
い

期
間
を
３
年
間
（
２
０
２
１
年
４
月

１
日
～
２
０
２
４
年
３
月
31
日
）
延

長
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
る
雇
用
の
不
安
定
化
、
収
入
減
少

　

２
０
２
０
年
１
月
１
日
か
ら
12
月

末
ま
で
の
取
り
組
み
の
結
果
、
九
州

全
体
で
合
計
３
、
１
８
７
件
の
総
額

７
７
９
、
１
３
８
、
０
５
９
円
、
そ

の
う
ち
鹿
児
島
県
で
は
２
９
３
件
の

１
０
５
、
４
２
５
、
８
９
０
円
の
預

金
を
結
集
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協

力
い
た
だ
い
た
会
員
・
組
合
員
の
み

な
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ田中会長（右）への目録贈呈

【社会貢献預金“こども未来応援定期”の九州各県の寄付先】 ２
０
２
０
年
度
九
州
ろ
う
き
ん
社
会
貢
献
活
動
報
告

　「
鹿
児
島
県
児
童
養
護
協
議
会
」
へ
寄
付
を
行
い
ま
し
た
�

教
育
ロ
ー
ン
（
奨
学
金
借
換
専
用
「
つ
な
ぐ
」）

の
取
り
扱
い
期
間
を
延
長
！

ご融資金額（1万円以上1万円単位） ご返済期間

最高 万円1,000 年以内20
一般勤労者の方　変動金利型

保証料込

年 ％1.8
会員の方　変動金利型

保証料込 ★

年 ％1.0
※対象となる奨学金の種類は、日本学生支援機構、自治体、学校法人、財団法人等の奨学金となります。　※借換により、総返済額が増加するケースがございます。
※一般勤労者の方がご利用される場合、本融資には融資総額に限りがあります。融資総額に達した場合、お取扱期間中であってもお受付を終了いたします。
　（融資総額については＜九州ろうきん＞各営業店へお問い合わせください。）

★生協組合員の方、勤労者共済会（互助会）へ加入されている方は、「一般勤労者の方」の金利となります。

■ご利用いただける方（以下をすべて満たす個人の方）
◎当金庫に加盟する会員の間接構成員の方および当金庫管轄内に
　居住または勤務されている勤労者の方。
◎お申込時の年齢が満18歳以上（※）で、満76歳の誕生日前日までに完済できる方
◎安定継続した年収が150万円以上の方
◎勤続年数が原則1年以上の方
◎当金庫指定の保証機関の保証が得られる方
※未成年者の方は親権者の同意が得られる方

＊教育ローン ( 奨学金借換専用「つなぐ」）の適用金利は、2024 年3月31日までに本申込みいただいた場合、
　適用となります。なお、今後の金利情勢やその他事情により、お取扱期間中に適用金利が変更される
　場合もございます。
＊お借入後に返済方法（返済額・返済期間など）を変更される場合には、手数料（税込5,500 円）がかかります。
　変更内容によってはご希望に添えない場合もございます。
＊現在ご利用中の九州ろうきん「教育ローン」との一本化等、奨学金借換以外の資金使途を含む場合は、
　対象となりません。
＊ご返済額の試算はお気軽に＜ろうきん＞まで。パソコンやスマートフォンから九州ろうきんホームページの
　「ローンシミュレーション」もご利用いただけます。
＊記載内容は 2020 年11 月1日現在の内容で、保証先を（一社）日本労働者信用基金協会とする場合です。
＊くわしくは、店頭の商品概要説明書でご確認ください。
＊融資には審査がございます。審査の結果、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめご了承ください。

教育ローン
奨学金借換専用「つなぐ」
教育ローン
奨学金借換専用「つなぐ」

九州ろうきんは、奨学金返済を抱える勤労者の方に対する
サポートを行っています。

お取扱期間お取扱期間 2024年3月31日まで2024年3月31日まで

県 寄付先
福岡 福岡県児童養護施設協議会
佐賀 佐賀県児童養護施設協議会
長崎 長崎県児童養護施設協議会
熊本 熊本県養護協議会
大分 大分県児童養護施設協議会
宮崎 宮崎県児童福祉施設協議会
鹿児島 鹿児島県児童養護協議会

い
ま
し
た
。

　

な
お
、九
州
全
体
の
寄
付
額
は
２
、

１
１
５
、
５
７
９
円
と
な
り
、
そ
の

う
ち
鹿
児
島
県
は
３
０
２
、
１
０
８

円
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、

２
月
16
日
、『
鹿
児
島
県
児
童
養
護

協
議
会
』
の
田
中
会
長
（
児
童
養
護

施
設 

た
ら
ち
ね
学
園 

施
設
長
）
を

訪
問
し
、
鹿
児
島
県
本
部
業
務
推
進

課
赤
﨑
代
理
よ
り
目
録
の
贈
呈
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、九
州
ろ
う
き
ん
は
、

社
会
貢
献
活
動
に
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
み
な
さ
ま
の
温
か
い

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

等
に
伴
い
、
奨
学

金
の
返
済
が
困
難

と
な
る
方
が
増
え

る
こ
と
も
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

金
利
見
直
し
に

よ
る
支
払
利
息
の

軽
減
や
毎
月
の
負

担
を
軽
減
す
る
た

め
の
返
済
金
額
見

直
し
等
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。



（3） 労 働 金 庫 ☎ 099（225）2217 第 724 号
20２１年３月15日

労福協・労働組合・協同組合が連携・協働しながら、
社会的役割を発揮し、共助の輪を広げていこう

　九州・沖縄８県の労働者福祉協議会（宮崎県は宮
崎中央会）と連合九州ブロック連絡会・九州労働
金庫・沖縄県労働金庫・こくみん共済coop〈全労
済〉九州統括本部の団体で組織する労働者福祉南部
ブロック協議会（南部労福協）の定期総会は、新型
コロナウイルス感染拡大が続いていることを踏ま
え、集合開催から書面開催に変更し、２月22日全議
案を決議・確認しました。
　新年度の運動展開に向けて、「労働組合と協同組
合との連携・協働」を基本に、労働（組合）運動と
労働者自主福祉事業が「ともに運動する主体」とし
て関係を強化し、共助・共感の輪を広げていくこと
を確認しました。また、コロナ禍の中、会議のリモー
ト開催等適宜有効に活用しながら、協議・研修の機

会を確保し、課題の共有化と課題解決に努めていく
こととしました。
　今年度の定期総会で鹿児島県が南部労福協事務局
（2023年２月までの予定）を担うこととなり、下記
の役員が選任されました。（鹿児島県関係のみ記載）
　会長　　　下町　和三

（鹿児島県労働者福祉協議会　理事長）
　事務局長　片野田尚剛

（鹿児島県労働者福祉協議会　専務理事）
　会計監査　浅井　直人

（九州労働金庫鹿児島県本部　業務推進課長）
　会計監査　港　　政彦

（こくみん共済coop〈全労済〉
鹿児島推進本部　推進支援課長）

労働者福祉南部ブロック協議会定期総会

　

小
規
模
店
舗
で
は
、
昼
の
時
間
帯

の
交
代
勤
務
制
に
よ
り
、
少
人
数
で

窓
口
対
応
を
行
う
こ
と
か
ら
、
お
客

さ
ま
を
お
待
た
せ
す
る
場
合
が
あ
る

こ
と
や
、
防
犯
上
も
十
分
な
体
制
が

と
れ
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
昼
時
間
帯
に
窓

口
を
一
時
休
業
す
る
「
昼
休
業
制
」

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
営
業
時
間
帯

は
充
実
し
た
窓
口
体
制
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
、
お
客
さ
ま
に
安
心
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
環
境
を
ご
提

供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
愛
顧
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
昼
休
業
制
」
導
入
概
要

１
．
対
象
店
舗

県

支
店
名

大
　
分

竹
田
支
店

玖
珠
支
店

宮
　
崎

西
都
支
店

鹿
児
島

大
口
支
店

※�

鹿
児
島
県
庁
支
店
は
、
２
０
２
０

年
４
月
１
日
よ
り
昼
休
業
制
を
導

入
し
て
い
ま
す
。

２
．
開
始
日

　

２
０
２
１
年
４
月
１
日
（
木
）

大
口
支
店
に
「
昼
休
業
制
」

を
導
入
し
ま
す

～
２
０
２
１
年
４
月
１
日
（
木
）
ス
タ
ー
ト
～

３
．
昼
休
業
時
間
帯

　

・�

お
客
さ
ま
の
来
店
状
況
を
勘
案

し
、
利
便
性
に
影
響
の
少
な
い

時
間
帯
と
し
ま
す
。

　

・�

会
員
・
組
合
員
の
み
な
さ
ま
の

お
昼
休
み
の
時
間
帯
と
重
な
ら

な
い
時
間
設
定
と
し
ま
す
。

昼
休
業
時
間　
11
時
～
12
時

４
．
そ
の
他
事
項

　

・�

休
業
時
間
帯
は
自
動
ド
ア
を
閉

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

・�

店
舗
隣
接
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
休
業
時

間
帯
も
引
き
続
き
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

　

・�

ろ
う
き
ん
ダ
イ
レ
ク
ト
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
）
で

も
各
種
お
手
続
き
を
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

　

・�

窓
口
休
業
の
時
間
帯
は
、
営
業

店
の
電
話
を
留
守
番
電
話
へ
切

り
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
員
・
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



（4）こくみん共済 coop ＜全労済＞第 724 号
20２１年３月15日

4620U001

※お近くの窓口は、下記をご確認ください。

　

こ
く
み
ん
共
済 coop 

で
は
、３
月
１
日
（
月
）
～
３
月
31
日
（
水
）
ま
で
「
春
の
保
障
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

新
生
活
が
始
ま
る
方
も
多
い
春
。
新
生
活
を
む
か
え
る
前
に
ム
リ
・
ム
ダ
が
な
い
か
、こ
の
機
会
に
保
障
の
点

検
・
見
直
し
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、共
済
シ
ョ
ッ
プ
窓
口

に
ご
来
店
・
ご
加
入
い
た
だ
い
た
方
に
は
も
れ

な
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
気
軽
に
・
何
で
も
・
何
度
で
も
相
談
で
き

る
『
親
切
で
頼
れ
る
店
舗
』」
を
合
言
葉
に
、ぐ

り
ん
ぼ
う
鹿
児
島
店
・
鹿
屋
店
・
奄
美
店
の
ス

タ
ッ
フ
一
同
、
皆
さ
ま
の
ご
来
店
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

２
０
２
１
年
3
月
1
日（
月
）～ 

3
月
31
日（
水
）

『
春
の
保
障
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』実
施
中
！

２
０
２
１
年
４
月　

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

転出本部
代理店推進部へ異動　
　嘉納　和博
　�（ぐりんぼう鹿児島
 　団体推進１係長）

本部
品質管理部へ異動
　野田　真代
　�（推進支援課
　 業務管理係）

　2009年４月に新入職員として配属されてから12
年の間、本当にお世話になりました。
　協力団体の皆さまには新人で分からないことば
かりだった私を温かく迎えていただき、様々な懇
親の場にも参加をさせていただきました。そのお
かげでたくさんの方とお話しする機会を得られ、
様々なお付き合いをさせていただくことで代え難
い12年を過ごすことができたと感じています。
　４月からは新しい部署での業務となりますが、
皆さまの生活向上に役立つ取り組みができるよう
「不可能を可能に」をモットーに邁進して参りま
す。
　またいつの日か鹿児島に帰った際は成長した姿
をお見せすることができれば幸いです。本当にあ
りがとうございました。

　2010年４月に初任地として鹿児島に配属と
なり、11年という長い間大変お世話になりま
した。
　協力団体へのご訪問や共済事務を担当する
中、関わってくださった皆様のあたたかい励
ましで今日まで業務に邁進することができ、
感謝しております。
　この貴重な経験を自分の財産とし、新天地
でも成長していけるよう、精一杯努力してま
いります。最後になります
が、皆様のご健康とご多幸を
心よりお祈り申し上げ、お礼
のご挨拶といたします。あ
りがとうございました。

【１つでも該当する場合は、
ぐりんぼう各店舗へご来店・ご相談ください】

□保障内容がわからない

□さまざまな病気のリスクに備えたい

□くるまの乗り換えを考えている

□自動車補償の更新が近づいている

□住宅の保障を充実させたい



（5） こくみん共済 coop ＜全労済＞ 第 724 号
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薩摩地区会議の様子

【開催日程】

大隅地区会議の様子

こ
く
み
ん
共
済 coop 

指
定
整
備
工
場

地
区
会
議
・
フ
ロ
ン
ト
研
修
会
の
開
催

　

1
月
21
日
（
木
）
～
2
月
10
日
（
水
）
に
か
け
て
、こ
く
み
ん
共
済 

coop 

指
定
整
備
工
場
鹿
児
島
県
協
議
会
「
地
区
会
議
・
フ
ロ
ン
ト
研

修
会
」
を
鹿
児
島
県
内
5
つ
の
地
区
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

全
地
区
会
議
に
お
い
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、検
温
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、座
席
の
間
隔
を
広
く
あ
け
る
な
ど
、

感
染
対
策
を
講
じ
た
う
え
で
開
催
を
し
ま
し
た
。

　

地
区
会
議
で
は
、入
庫
・
自
賠
責
共
済
取
次
実
績
報
告
や
、入
庫
拡

大
に
む
け
た
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
な
ど
、情
報
の
共
有
化
と
活

発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

フ
ロ
ン
ト
研
修
会
で
は
、自
賠
責
共
済
の
取
次
業
務
の
再
確
認
・
徹

底
を
図
り
ま
し
た
。

　

こ
く
み
ん
共
済 coop 

の
組
合
員
の
皆
さ
ま
は
、お
車
の
車
検
・
点

検
・
修
理
の
際
は
、ぜ
ひ
最
寄
り
の
指
定
整
備
工
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

地区名 日程 時間 会議会場

大隅地区 １月21日（木）16：00～17：30
九州労働金庫
鹿屋支店

奄美（周辺離島）
地区 １月29日（金）15：00～17：30

九州労働金庫
大島支店

薩摩地区 ２月４日（木）15：00～17：30
こくみん共済 coop
鹿児島推進本部

姶良・伊佐地区 ２月４日（木）16：00～17：30
九州労働金庫
霧島支店

熊毛地区 ２月10日（水）13：00～15：00
九州労働金庫
種子島支店

書
籍
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
す
ご
い
会
社
』
に
て

こ
く
み
ん
共
済 coop 

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
！

　

2
月
22
日
（
月
）
に
株
式
会
社
扶
桑
社
よ
り
出
版
さ
れ
た
書
籍
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
す
ご
い
会
社
』

に
て
、こ
く
み
ん
共
済 coop 

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
書
籍
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
広
く
理
解
し
て
も
ら
い
、よ
り
身
近
な
も
の
に
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
身
近
で
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
会
社
や
団
体
を
紹
介

し
て
い
こ
う
と
の
想
い
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
新
ヒ
ー
ロ
ー
17
社
」と
し
て
大
小
17
の
企
業
・
団
体
（
ご
夫
婦
か
ら
大
企
業
ま
で
）

の
特
徴
的
な
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
当
会
は
、『「
た
す
け
あ
い
」
の
仕
組
み
が

見
せ
て
く
れ
た
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会
、実
現
へ
の
道
』
と
し
て
、生
活
協
同
組
合
・
共

済
の
仕
組
み
や
意
義
、こ
れ
ま
で
の
大
規
模
災
害
へ
の
取
り
組
み
、今
後
に
む
け
た
想
い
等
が
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
か
ら
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。



（6）か ご し ま 労 働 者 福 祉 だ よ り第 724 号
20２１年３月15日

ニュース・
ワード

　
世
界
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
が
止
ま
ら
ず
、
医

療
資
源
が
ひ
っ
迫
す
る
中
、
各
地

で
こ
の
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

新
春
特
別
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
非
常
用

食
品
パ
ッ
ク
。
必
要
と
分
か
り
つ
つ

も
な
か
な
か
備
蓄
す
る
こ
と
も
な

く
、
今
回
の
よ
う
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
い
た
だ
け
る
と
、
改
め
て
災
害
時

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま

す
！　

素
晴
ら
し
い
企
画
と
思
い
初

め
て
応
募
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。  



（
薩
摩
川
内
市
）

　

今
回
の
非
常
用
食
品
パ
ッ
ク
の
欄

台
風
で
不
安
な
思
い
を
し
ま
し
た
。

避
難
す
る
の
も
初
め
て
で
し
た
が
、

と
て
も
焦
っ
て
し
ま
い
冷
静
に
行

動
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
は

自
然
災
害
の
少
な
い
年
で
あ
っ
て

ほ
し
い
で
す
。
コ
ロ
ナ
の
終
息
も

願
う
ば
か
り
で
す
。 

（
鹿
屋
市
）

　
「
ニ
ュ
ー
ス
・
ワ
ー
ド
」
の
記
事

と
は
性
格
は
違
う
も
の
の
、
怖
い

思
い
を
し
ま
し
た
。
ス
マ
ホ
で
不

審
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ク
セ
ス
し
た
ら
、

通
販
の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
乗
っ
取
ら

れ
た
の
で
す
。
電
話
会
社
・
通
販

社
に
相
談
、
ア
カ
ウ
ン
ト
閉
鎖
で

事
な
き
を
得
ま
し
た
。
金
銭
の
被

害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
手
間
暇

は
大
変
な
も
の
で
す
。
心
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。 

（
出
水
市
）

トリアージ
　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
き
な

ど
に
、
大
勢
の
患
者
に
対
応
す
る
救

急
隊
員
や
医
療
者
が
緊
急
度
が
高

く
、
助
か
る
見
込
み
の
あ
る
患
者
を

優
先
的
に
治
療
す
る
仕
組
み
。

　
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
選
別
」
の
意
味

が
あ
り
ま
す
。
患
者
は
医
療
ス
タ
ッ

フ
に
よ
っ
て
①
最
優
先
治
療
者
②
非

緊
急
治
療
③
軽
処
置
④
不
処
置
群
に

分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
赤
、
黄
、
緑
、

黒
の
タ
グ
を
体
に
つ
け
て
も
ら
い
ま

す
。
早
く
搬
送
さ
れ
て
き
た
患
者
で

も
生
存
率
が
低
い
場
合
は
④
不
処
置

群
（
黒
）
に
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

読
　
者

か
ら
の

声

260

の
な
ぜ
3
日
分
？　

の
所
を
読
ん
で

今
ま
で
た
だ
単
に
常
備
し
て
い
れ
ば

い
い
や
と
思
っ
て
い
た
事
を
反
省

し
、
も
う
一
度
わ
が
家
も
見
直
し
ま

し
た
！  



（
南
さ
つ
ま
市
）

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
、
東
京
五

輪
、
選
挙
と
困
難
多
し
！　

労
福
協

と
し
て
の
役
割
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
と

思
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
欲
し
い
で

す
。 

（
鹿
児
島
市
）

　

出
か
け
た
後
し
ば
ら
く
し
て
、

「
あ
っ
マ
ス
ク
を
忘
れ
た
」
と
取
り

に
帰
る
こ
と
数
回
。
今
で
は
、
あ
ち

こ
ち
に
マ
ス
ク
を
入
れ
て
お
く
こ
と

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
店
に
は
マ
ス

ク
な
し
で
入
れ
な
い
。
い
つ
ま
で
続

く
の
か
な
？  



（
鹿
児
島
市
）

　

昨
年
、一
昨
年
と
続
け
て
、大
雨
や

セルフコンパッション
でうまくいく！

臨床心理士　山藤奈穂子

り
）
に
満
ち
た
目
標
を
も
っ
て

他
者
に
接
す
る
人
ほ
ど
、
周
囲

か
ら
の
よ
り
よ
い
サ
ポ
ー
ト
環

境
が
得
ら
れ
る
こ
と
も
ま
た

実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
困
っ
た
と
き
は
助
け
て
も
ら

え
る
、周
り
を
頼
っ
て
も
い
い
、

思
い
や
り
を
向
け
て
も
ら
え

る
」
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

人
を
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
で
、
不
安
や
ス
ト
レ
ス

が
軽
減
し
、
う
つ
病
や
ス
ト
レ

ス
性
の
疾
患
を
予
防
で
き
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
「
好
意
の
返
報
性
」
と
い
う

心
理
学
の
法
則
が
あ
り
ま
す
。

人
は
自
分
に
好
意
を
向
け
て
く

れ
た
人
に
対
し
て
好
意
を
持
つ

傾
向
が
あ
る
の
で
す
。

　

今
年
の
目
標
は
決
め
ま
し
た

か
？　

他
者
に
思
い
や
り
や

優
し
さ
を
向
け
、
手
助
け
し
た

り
支
え
た
り
す
る
よ
う
な
目
標

も
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ

れ
は
あ
な
た
を
ス
ト
レ
ス
か
ら

守
っ
て
く
れ
る
鍵
と
な
る
で

し
ょ
う
。
人
と
の
関
係
が
改
善

し
、仕
事
が
や
り
や
す
く
な
り
、

困
っ
た
時
に
は
助
け
を
得
ら
れ

や
す
く
な
り
ま
す
。つ
ま
り「
コ

ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
は
人
の
た
め
な

ら
ず
」
な
の
で
す
。

　
「
情
け
は
人
の
た
め
な
ら

ず
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ

り
ま
す
が
、
実
は
、
人
に
な

し
た
情
け
が
自
分
に
返
っ
て

く
る
こ
と
は
数
々
の
研
究
か

ら
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
人

に
寛
大
に
、
優
し
く
、
何
か

を
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
、
そ

れ
以
上
の
優
し
さ
が
返
っ
て

き
ま
す
。
あ
な
た
へ
の
誤
解

や
不
信
感
も
減
り
、
よ
り
過

ご
し
や
す
い
環
境
に
な
る
と

い
う
の
で
す
。

　

人
に
笑
顔
を
向
け
る
、
怒

ら
な
い
、
不
機
嫌
に
な
ら
な

い
よ
う
に
努
め
る
、
優
し
く

す
る
、温
か
い
言
葉
を
使
う
、

困
っ
た
人
を
助
け
る
な
ど
、

コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
（
思
い
や

⑪コンパッションは人のためならず
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ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
報
告

大
隅
地
域
労
福
協

青
空
に
恵
ま
れ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
！

奄
美
地
域
労
福
協

ピ
ザ
作
り
に
挑
戦
！

北
薩
地
域
労
福
協

　

奄
美
地
域
労
福
協
は
１
月
16
日
、

九
州
ろ
う
き
ん
大
島
支
店
と
共
催

で
、
第
34
回
労
福
協
・
ろ
う
き
ん
杯

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
奄
美

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

昨
年
末
か
ら
の
天
候
不
良
で
日
照

不
足
が
報
道
さ
れ
た
ば
か
り
の
奄
美

も
、
当
日
は
青
空
が
見
え
る
ゴ
ル
フ

日
和
。
参
加
人
数
も
こ
れ
ま
で
開
催

し
た
中
で
最
高
の
51
名
と
な
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

を
行
い
な
が
ら
の
好
プ
レ
ー
・
珍
プ

レ
ー
の
一
日
で
し
た
。

　

団
体
戦
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　

優　

勝
：
龍
郷
町
役
場
Ａ

　
　

準
優
勝
：
喜
界
町
役
場
Ｂ

　

ま
た
、
受
付
時
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

募
金
を
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、
参
加

者
か
ら
心
温
ま
る
２
４
、
０
２
８
円

の
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

薩
摩
川
内
市
「
タ
ス
ト
ヴ
ァ
ン
」

で
１
月
23
日
北
薩
地
域
労
福
協
主
催

（
女
性
委
員
会
共
催
）
で
９
名
が
参

加
し
、料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
例
年
通
り

の
開
催
は
難
し
い
と
判
断
し
、
女
性

委
員
会
役
員
と
北
薩
地
域
労
福
協
三

役
の
少
人
数
で
ピ
ザ
作
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
短
時
間
で
終
了
す
る
た
め

に
、
ピ
ザ
の
生
地
を
作
る
作
業
と
、

生
地
に
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
焼
く
作
業

に
分
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。
生
地
作

り
の
作
業
は
、
強
力
粉
な
ど
の
材
料

に
水
を
加
え
て
捏
ね
ま
す
が
、
な
か

な
か
思
う
よ
う
に
固
ま
ら
ず
、
根
気

よ
く
時
間
を
か
け
て
作
り
、
生
地
は

持
ち
帰
り
ま
し
た
。
次
に
、
講
師
の

大
迫
淳
二
オ
ー
ナ
ー
に
準
備
し
て
頂

い
て
い
た
生
地
を
ト
レ
ー
の
上
に
伸

ば
し
て
、
お
店
特
製
の
ピ
ザ
ソ
ー
ス

を
塗
り
、
ブ
ル
ー
チ
ー
ズ
な
ど
の
ナ

チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
や
ウ
イ
ン
ナ
ー

ソ
ー
セ
ー
ジ
、
バ
ジ
ル
な
ど
を
ト
ッ

ピ
ン
グ
し
た
ピ
ザ
を
焼
き
ま
し
た
。

こ
の
生
地
は
、
そ
の
ま
ま
焼
く
と

フ
ォ
カ
ッ
チ
ャ
に
な
る
の
で
、
パ
ン

と
し
て
も
楽
し
め
る
事
も
教
え
て
頂

き
ま
し
た
。
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
自

分
好
み
の
ピ
ザ
を
作
り
、
完
成
し
た

ピ
ザ
の
食
事
会
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

生地作りは意外と大変！

災害時の備えについて説明する
ぐりんぼう鹿屋店川口店長

　

大
隅
地
域
労
福
協
は
１
月
27
日
、

九
州
ろ
う
き
ん
鹿
屋
支
店
で
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
予
防
の
た
め
参
加
者
を
限
定
し
開

催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
県
労
働
委
員
会
の
東

健
一
郎
労
働
者
委
員
か
ら
「
労
働
委

員
会
の
役
割
に
つ
い
て
」
と
題
し
た

講
演
が
あ
り
労
働
委
員
会
の
役
割
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
九
州
ろ
う
き
ん
鹿
屋
支

店
の
出
口
美
孝
支
店
長
か
ら
「
投
資

信
託
」
に
つ
い
て
と
題
し
た
提
案
を

受
け
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
に
備
え
た

プレー前にマスクをはずしてパチリ！

人
生
設
計
の
た
め
の
資
産
運
用
の
方

法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
く
み
ん
共
済coop

ぐ

り
ん
ぼ
う
鹿
屋
店
の
川
口
昌
寿
店
長

か
ら
「
災
害
時
の
備
え
」
と
題
し
、

昨
年
の
７
月
豪
雨
で
の
ぐ
り
ん
ぼ
う

鹿
屋
店
の
水
害
体
験
を
基
に
、
自
分

に
合
っ
た
保
障
の
見
直
し
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
充
実
し
た
豊
か
な
生

活
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、
備
え
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

に
よ
る
「iD

eCo

とN
ISA

」
に
つ

い
て
の
学
習
会
に
参
加
し
、
将
来
に

向
け
て
の
備
え
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
大
会
は
、
奄
美
特
有
の

〝
雨
天
強
行
〟
と
な
り
ま
し
た
が
、

水
浸
し
の
コ
ー
ト
に
も
か
か
わ
ら
ず

全
員
が
最
後
ま
で
楽
し
く
プ
レ
ー
し

て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
参
加
費
の
一
部
は
乳

が
ん
撲
滅
運
動
を
行
っ
て
い
る
ピ
ン

ク
リ
ボ
ン
へ
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

「
タ
オ
ル
で
つ
な
ぐ
支
え
合
い
の
輪
」

タ
オ
ル
一
本
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

－労
福
協
・
連
合

－

　
鹿
児
島
県
労
福
協
な
ら
び
に
地
域
労
福
協
は
、
連
合
鹿
児
島
と
「
継
続

で
き
る
・
地
域
の
た
め
に
な
る
・
参
加
し
や
す
い
」
社
会
参
加
型
の
取
り

組
み
と
し
て
、「
タ
オ
ル
一
本
運
動
」
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、各
地
域
で
開
催
予
定
の
メ
ー
デ
ー
に
「
未
使
用
の
タ
オ
ル
」

を
持
ち
寄
り
、
高
齢
者
・
介
護
施
設
等
に
寄
付
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
多
く
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

雨
天
強
行
の
レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ニ
ス
大
会

奄
美
地
域
労
福
協

　

奄
美
地
域
労
福
協
は
2
月
28
日
、

奄
美
市
名
瀬
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
、「
第
26
回
労
福
協
・
ろ
う
き

ん
杯
レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ニ
ス
大
会
」
を

開
催
し
、
10
組
20
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
始
め
に
、
九
州
ろ
う
き

ん
大
島
支
店
の
辻
村
サ
ナ
枝
支
店
長

雨の中でもはつらつプレー
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︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
６
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　
福
島
民
謡
で
庄
助
さ
ん
が

好
き
な
の
は
…
…
寝
…
…

酒
…
…
湯

３
　
こ
の
１
年
で
広
が
っ
た
働

き
方

５
　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
み
ん
な

に
待
た
れ
て
い
ま
す

７
　
ア
ラ
ジ
ン
と
い
え
ば
、
こ

れ

８
　
ボ
タ
ン
ザ
ク
ラ
と
も
呼
ば

れ
る
…
…
ザ
ク
ラ

９
　
青
春
、
恋
、
手
紙
と
い
え

ば

13
　
犬
や
猫
が
つ
け
て
い
ま
す

14
　
昼
ご
は
ん
で
す

15
　
英
語
で
は
ダ
ー
ク
ブ
ル
ー

と
か
ネ
イ
ビ
ー
ブ
ル
ー
と

か

16
　
素
人
が
楽
し
む
…
…
野
球

18
　
身
に
付
け
た
技
能
や
能
力

を
比
べ
合
い
ま
す

19
　
武
力
で
政
権
を
奪
う
こ
と

20
　
細
…
…
、
濃
…
…
、
綿

…
…

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　
驚
き
慌
て
た
時
に
食
べ
ま
す

２
　
駿
河
湾
名
物
の
小
さ
い
生

き
物

３
　「
江
戸
の
三
昧
」
の
一
つ

４
　
お
菓
子
の
定
番

６
　
日
本
原
産
の
小
型
犬
で
す

８
　
担
当
の
役
目
や
職
務

10
　
果
実
酒
を
蒸
留
し
た
お
酒

は
？

11
　
…
…
結
、
…
…
鎖
、
…
…

名

12
　
立
ち
上
が
っ
た
時
に
ふ
ら

～
り

15
　
三
味
線
に
合
わ
せ
て
歌
う

短
い
歌
で
す

17
　
黒
人
…
…
に
抗
議
す
る
ブ

ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・
マ

タ
ー
運
動

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　

今
井　
　

勇	

堂
元　

聡
子

　

濱
田　

真
一	

浜
田　

千
鶴

　

野
間
口
香
織	

河
野　

竜
一

　

山
村　

節
子	

岩
下　

菊
美

　

川
野　

浩
英	

安
藤　

修
一

　

飯
山　

睦
美	

川
原　

和
美

　

小
脇
奈
穂
子	

吉
田
裕
太
郎

　

中
里
香
代
子	

堤　
　

真
紀

　

中
原　

明
大	

中　
　

英
信

　

森
川　
　

誠	

鮫
島　

哲
郎

〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
解
答
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
職
場
名

を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り

ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対

す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ

い
。
締
め
切
り
は
２
０
２
1
年
4
月

6
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞

品
を
進
呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
0064
鹿
児
島
市
鴨

池
新
町
五
‐
七　

六
階　

鹿
児
島
県

労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　

２
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

59
通
で
、
59
通
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

答え
「デンシマネー（電子マネー）」

こくみん共済 coopは営利を目的としない保障の生協とし
て共済事業を営み、相互扶助の精神にもとづき、組合員の
皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献することを目的と
しています。この趣旨に賛同いただき、出資金を払い込ん
で居住地または勤務地の共済生協の組合員となることで各
種共済をご利用いただけます。

公式キャラクター

ピットくん（鹿児島県）

ひとりで悩んでいませんか？
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1

労 働 相 談 専 用

 ユーミー隼人ビル101
連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

0120-154-052

■相 談 日：月曜日～金曜日（土日祝を除く）
■相談時間：午前10時～午後4時
■相談内容：解雇・不払い残業・有給休暇・パワハラ・セクハラ

多重債務・奨学金・住宅（増・新築）など
■相　　談：原則無料

ただし、弁護士等専門家に相談する場合は、別途料
金がかかる場合があります。

＊九州ろうきんホームページアドレス
https://kyusyu-rokin.com/

＊こくみん共済 coop＜全労済＞ホームページアドレス
https://www.zenrosai.coop

＊労福協ホームページアドレス
http://blog.rofuku.net/kagoshima/

＊「あつまれ！ユニオンスクエア～＃毎月05日は連合の日～」
　ホームページアドレス
https://ja.twitcasting.tv/unionion

ATM利用手数料 ATM利用手数料

は２０２０年４月１日現在の概要です。


